Development of the Service Learning in Japan PartIII : For understanding another person by a Volunteer and Service Learning by 大束, 貢生 et al.
46
一 研究ノートー
日本 に お け るサ ー ビス ・ラー ニ ングの展 開H











キ ー ワー ド:サ ー ビス ・ラ ー ニ ン グ,奉 仕,中 等 教 育
1.問 題 の所在
サー ビス ・ラーニ ング とは,地 域社会のニー
ズに応 じた社会貢献活動 に学習者 が実際に参加 ・
参画す ることで,地 域社 会 に対す る責任感等を
養 う教育方法であ る(富 川拓 ・柴田和子 ・大束
貢生 ・古 川秀夫2007:9)。先行 研究 において
筆者 らは,日 本へのサー ビス ・ラーニ ングの展
開 を7つ に分類 し,ま た実践事例を見 ることに
よ って,課 題 と して①学習の主体,サ ー ビスの
提供側であ る 「学生,大 学」 とサー ビスの受 け
手側 であ る 「地 域住民,行 政 ・福祉 団体 ・NP
O団 体な どの外部セ クター」 との間で,サ ー ビ
ス ・ラーニ ングに対す る共通理解が形成で きて
いない点,② 日本でのサー ビス ・ラーニ ングに
は受 け入れ側,つ ま り地域住民や外部 セクター


























2.方 法 一担 当教員 に対 す る






リプ ト化 してまとめた。以下,か っこ(「 」)
内はインタビュー内容である。





















































































































「外人 さんか ら話 し掛けられて思 うように道案




い くと,そ ういう事をちょっと思いま した。」
一「(現在)3年 生で,お 婆さんが倒れていたの
を発見 して駆け寄っていって介護,救 助を した
(生徒がいます)。消防署に連絡を した り近所の
人と一緒に消防隊が来るまで。すごく感謝され
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だよ」 という話 しを。まだ彼 らは税金を払って
いる訳ではないですが,地域の環境整備に関心







て くれた りとか。最後に生徒が感想を言った り
した時とかに,シルバーの方や役場の方 も 「こ
うで したね」と話 しをして くれた りとか。ゴミ





























4.ま とめ にか えて
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注
1)例えば,財 団法人 日本青少年研究所な どが
2008年9～10月に行なった中高校生に対する意
識調査では,自 己に対する認識 として 「私は人
並みの能力がある」「自分はダメな人間だと思 う」
「自分の意思をもって行動できるほうだ」では,
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